
「数学 8」(フーリエ解析)− 80 −

< 付録 1：フーリエ級数の収束とフーリエ逆変換の収束 >

f(t)を周期 2πの周期関数とする。f(t)のフーリエ級数の第 n部分和 Sn(t)は
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と表される。ここで
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である。この関数Dn(t)をディリクレ核 (Dirichlet kernel)と呼ぶ。
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よりディリクレ核は
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と表される。そして f(t)のフーリエ級数の第n部分和Sn(t)は f(t)とDn(t)との合成積（た

たみ込み）で表される。 n→∞ のとき、Dn(t)は周期 2πのデルタ関数に収束すると考えれ

ばよい。
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はデルタ収束関数列 ρn(t) =
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とよく似てい

る。実際−π < t < πの範囲ではグラフはほとんど同じであるが, ディリクレ核は周期 2π

の周期関数であるところが ρn(t)と異なる。図 1と図 2は n = 16のときのグラフである。

<フーリエ級数の収束>
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<フーリエ逆変換の収束>
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